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◆第６４回 島ヶ原スポーツフェスティバル   スポーツフェスティバル実行委員会 

 １０月 12 日（日）に島ケ原小中学校グランドにおいて島ケ原スポーツフェスティバル

が開催されました。台風によるお天気が心配される日でしたが、多くの人がグランドに集

まり元気な声があちらこちらで響いていました。開会式に続きラジオ体操をおこない、み

んなで走ろう１・２・３では老若男女が自分のペースで走りました。地区対抗種目は玉入

れ、綱引き、大玉転がし、親善リレー。中でも綱引きの決勝戦は手に汗握る大接戦！ 

そして今年は目にも楽しいことがいくつかありました。開会式で目を引いたチーム川南

区の鮮やかなブルーのおそろいTシャツ！地区対応リレーでのチーム不見上のハロウィン

コスチューム！子供神輿の体験ではキラキラ輝くお神輿をみんなでかついでワッショイ！

ワッショイ！ みなさんのスポーツフェスティバルを盛り上げよう、めいっぱい楽しもう

という気持ちが伝わってきました。半日という短い時間でしたが、笑顔いっぱいのスポー

ツフェスティバルでした。各地区の参加者のみなさまお疲れ様でした。実行委員会のみな

さま企画、準備ありがとうございました。 

 

 



◆ 島ヶ原の未来を考えるワークショップ報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地域意見交換会                 まち協運営委員会 

伊賀市議会では議会基本条例に基づいて議員および市

民が自由に情報および意見の交換を行う意見交換会が実

施しています。（コロナ禍前は議会報告会として開催され

ていたものです）島ケ原地域においても10月22日（水）

に 3 人の市議会議員（福岡議員、森川議員、桃井議員）

とともにまち協運営委員会のメンバーが地域課題の共有

や情報交換をおこないました。島ケ原地域の課題としては保育所の民営化、小中学校の統

合問題、消防署の組織改編等について現状や課題の共有、現在の状況や方向性などについ

て意見交換、情報共有を行いました。 

 

◆第５４回 島ケ原文化作品まつり    島ヶ原文化作品まつり実行委員会 
 11 月 2 日（日）～４日（火）島ケ原会館において文化作品まつりがおこなわれました。

文化の秋を感じる多種多様な作品の数々が展示されました。鑑賞された人は「すごいなぁ」

「どんな風に作るんやろ」「こんなんしてみたいなぁ」とそれぞれの作品に感動し行動のエ

ネルギーをもらっているようでした。保育所の子どもたちや小中学生の作品は大人にはな

い視点や発想によるもので大いに楽しませてもらいました。 

 また、2 日、3 日にはミニカフェが開かれたいへん盛況でした。日ごろ「サロン清流」

として毎月３回活動されているボランティアのみなさんにお世話になりました。（「サロン

清流」にもぜひお気軽にご参加ください！） 

 

 

 

10 月 14 日（火）島ヶ原地域生活環境改善会議委員､

民生委員の皆様25名により｢災害｣､｢地域活動運営｣に

ついてフリーディスカッションをおこないました。 

両テーマ共少子高齢化に伴う地域の若者の減少に起

因する各種の弱点が出されましたが､｢理想｣の実現に

向けて｢地域｣として実施できることとして右記内容が

提言されました｡まちづくり協議会としても次年度以

降取り組んでいきたいと思っています｡ 

・定期的な防災訓練を行う 

・避難所運営訓練実施 

・移住受入れ 

・新しい産業をつくる｡若い人 

を受け入れる 

・災害に備え地域で貯金する 

・地域交通の充実 

・地域特産品作り 



◆歴史漂う紅葉の街道散策 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 令和７年度島ヶ原地域防災訓練 

1１月 30 日（日）伊賀市内で震度 6 弱の地震が発生したことを想定し､本年度の防災訓

練を実施しました｡今回は島ヶ原支所における対策本部と各区自主防災会での安否確認､情

報収集を主体に実施しましたが､顕在した課題は次年度に活かしていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害はいつやってくるかわかりません。 

今回の訓練をきっかけにして再確認してみましょう！ 

 

□地震が発生したときに倒れたり落ちたりするものは固定されていますか？ 

   家具や家電、高いところに置いてある物は大丈夫ですか？ 

□避難先やそこまでの経路は確認できていますか？ 

   車やバイクでは移動できないことも起こります 

□家族の中に避難するときに支援が必要な人はいませんか？ 

その人が避難する手段や方法は確認できていますか？   

□家の周辺はどんな災害がおこる可能がありますか？ 

   ハザードマップで確認していますか？ 

□非常持ち出し品は準備できていますか？ 

   非常食や飲料水  携帯電話やバッテリー  懐中電灯や乾電池 

貴重品（マイナンバーカードのコピー等） 

   生活用品（おむつ 赤ちやん用ミルク等） 

   常備薬やお薬手帳 入れ歯 めがね  

JR 関西本線利用促進と電化を進める会、島

ヶ原地域まちづくり協議会の主催で､(事務局

伊賀市公共交通課)11 月 23 日（日・祝）に恒

例の街道散策を行いました。遠くは兵庫県､愛

知県など地域内外 97 名の方にご参加いただ

き､秋晴れの好天のもと約１０ｋｍの行程で島

ヶ原の歴史資源を満喫してもらいました｡ま

た､本年は島ヶ原獅子神楽保存会のご協力によ

り正月堂で獅子舞､鼻高踊りも披露していただ

き大変好評でした。関西本線の利用促進につな

がればと思っています。 

 



◆ 島ヶ原地区市民センター指定管理者決定 

 前回号で島ヶ原地区市民センターの指定管理者選定委員会への出席についてお伝えしま

したが、正式に島ヶ原地域まちづくり協議会が指定管理者に決定しました。この通知を受

け島ヶ原支所と今後の進め方などについて詳細な打合せを行っています。 

 来年４月より現在の「島ヶ原会館」を「島ヶ原地区市民センター」と名称を変更して運

営を開始します。その詳細については来年になってからお知らせする予定としていますが、

３月末までに以下の整備などを行う予定です。 

 ・施設看板取替え、屋外誘導看板張替 

 ・フリーＷｉ-Ｆｉ移設 

 ・全館照明ＬＥＤ化 

 ・１階多目的トイレ、２階男子トイレ便座交換 

 

 

ある日の島ケ原駅 

観光列車「はなあかり」 実証運行 

 京都から歴史と美食の三重県へ観光列車「はなあかり」が 11 月 12 日、26 日、12 月

３日の 3 回限定で実証運行されました。島ケ原駅では停車しませんでしたが、手振りでお

もてなしの気持ちを伝えました。伊賀や三重の魅力を感じていただき、今後たくさんの人

が来られるきかっけになれば良いですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〒 519-1711 伊賀市島ヶ原 4739「島ヶ原会館内」 

 島ヶ原地域まちづくり協議会   

  ☎ 0595-59-2584   ＦＡＸ 0595-59-257４    

e-mail  shimakyo@ict.ne.jp  

ホームページ http://ict.easymyweb.jp/member/shimakyo 

今後の予定 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ QR ｺｰﾄﾞ 

12 月 17 日(水) 

12月１７日(水) 

12 月 22 日(月) 

12 月 23 日(火) 

地域交通専門部会 13:30（島ヶ原会館） 

第７回定例役員会 19:00（島ヶ原会館） 

第 3 回歴史的文化資源継承事業実行委員会 19:30 （島ヶ原会館） 

第 7 回定例運営委員会 19:30（島ヶ原会館） 

島ケ原日和 QR コード 

mailto:shimakyo@ict.ne.jp
http://ict.easymyweb.jp/member/shimakyo

